
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

笠岡諸島子ども島づくり会議 2009

笠岡諸島の「魅力」と「悩み」

から島々の未来を考える。 
- 素 敵 な 偶 然 が 起 こ る 場 所 に 飛 び 込 も う ！ - 

多様な顔ぶれが良いチームをつくる

島の魅力と悩みを付箋に書き出す

2009.10.19 笠岡支援センター

子ども島づくり会議スタート！第１回 
コジマニュース

 

● 子ども島づくり会議プログラム 

 

18：00 開会あいさつ 

18：05 子ども島づくり会議と偶キャリについて 

18：15 自己紹介タイム 

18：45 遅出しじゃんけんゲーム 

19：00 日本と笠岡諸島の未来を知ろう 

19：20 笠岡諸島の魅力と悩みを出し合おう 

19：50 宿題 

19：55 閉会あいさつ 

※「偶キャリ」とは：偶然に向き合い、見方につけ、主体的に

働きかけることによってキャリアをつくっていくこと。 

※ 



 

『笠岡諸島子ども島づくり会議－コジマ会議－』の目的 

 笠岡諸島子ども島づくり会議－コジマ会議－は『笠岡諸島の未来のためにできること』を考

える子ども島づくり会議（以下、コジマ会議）です。コジマ会議は、子どもたちが中心となり

笠岡諸島の10年間の未来について意見をまとめます。最終的には、中高生が望む未来を提示し、

大人たちと協力して未来をつなぐ本などをつくることを目標にしています。 

 

はじめに 『知ってた？良質な偶然がキャリアをつくるんです！』 

 

 

 

 

話し合おう 『笠岡諸島の魅力と悩み』 

みんなで笠岡諸島の「魅力」と「悩み」について整理しました。（一部抜粋） 

 

 

2009年 10月 19日 笠岡支援センター笠岡諸島の未来を語る 

わたしたちの未来のために、≪良質な偶然を起こすためのポイント≫ 

①外へ出ること    ②発言すること 

・海に飛び込める 
・夜は静かで寝やすい 
・遊ぶところがたくさん 

豊かな自然 

・学年を越えて仲が良い 
・みんな家族みたい 
・いつも挨拶がある 
・運動会が盛り上がる 

人情がある 

・給食がおいしい 
・さかながおいしい 
・もぶり、うどん、のり、
ゴーヤなどがおいしい 

おいしい食

・すきなお菓子が食べられない

・飲食店が少ない 

・病院がない 

・船代が高く便数が少なく、遊

ぶ時間が少ない 

不便 

・子どもが少ない 

・若者が少ない 

・高齢者が多い 

少子高齢化 

・砂洲が短くなっている 
・埋め立てばっかりで嫌 
・浜へ行きにくい 

自然が壊れる

・勉強する環境がない 

・視野が狭くなり進路が

限られる 

・母校がないと寂しい 

・統合は嫌 

教育環境 

・祭りがすき 
・祭りのときは熱くなる 
・踊りを教えてもらえる 

伝統の祭り 

悩 み 

・少人数制の授業はわか
りやすい 
・学校行事の写真によく
映る 
・統合は友達が増える 

楽しい学校 
魅 力

笠岡諸島子ども島づくり会議 2009

感想    子どもだけで話し合いをするのがおもしろかった。   ほかの島の人と話をする

のはかなり楽しかった！  笠岡諸島の悩みについて少し考え解決案を出してみようと思った。


